	  平成２９年度（２０１７年度）

社会福祉法人　いなほ福祉会

 ワークショップゆう  事業報告書


１．基本方針
　基本方針である「障害の状況に配慮しつつ利用者が働く中で、その能力をいかんなく発揮し、生産活動をとおし社会的貢献や働く喜び、充実感を感じ取ることで、自らの存在価値を確認し、社会的自立をめざす。また、一人ひとりが互いに人格を尊重し、相互に助け合う集団づくりを通し豊かな成長をめざす。作業所生活を通して経験や生活の幅を広げ、豊かで充実した生活につながる実践を大切にする。」実践に努めた。
２．利用定員と利用実績（平成３０年３月３１日現在）
　　　　　 定員　２０名　　　　利用登録者　２４名
	利 用 月
	４
	５
	６
	７
	８
	９
	10
	11
	12
	１
	２
	３
	合  計

	開所日数
	21
	21
	21
	21
	19
	21
	21
	21
	22
	20
	20
	22
	250

	延利用人数
	407
	399
	424
	412
	378
	415
	404
	414
	443
	393
	401
	450
	4,940

	１日平均
	19.4
	19
	20.2
	19.6
	19.9
	19.8
	19.2
	19.7
	20.1
	19.7
	20.1
	20.5
	19.8


                                                 　　　　　　　　　          　平成２８年度 ＝ 19.8人
３．職員体制（平成３０年３月３１日現在）
	職　種
	定　数
	現員
	内　訳

	
	
	
	常勤
	非常勤

	管　理　者
	１名
	１名
	１名
	

	サービス管理責任者
	１名
	（管理者が兼務）
	
	

	生活支援員
	１名
	１名 
	１名
	

	職業指導員
	１名
	６名 
（１名：兼務）
	１名

	５名
（１名）

	目標工賃達成指導員
	１名
	１名 
	１名
	

	調　理　員
	
	１名 
１名（兼務）
	
	１名
１名

	送　迎　員
	
	１名
	
	１名

	嘱　託　医
	（１名）
	―
	―
	（１名）

	      計
	５名
	１２名 
	４名
	８名


４．Ｈ２９年度の重点方針の結果
働くことや作業所での生活体験を通して、利用者が見通しをもって労働や生活に関われることを大切にする“ゆるやかな就労”という方針を堅持しつつ、利用者２０人（平均利用者数１９．８人）の小集団としての集団相互作用の効果を高め、豊かな生活を実感できる支援の組み立てに努めた。
①製パン、製菓事業の充実をめざします。
「工賃向上計画」により作業技術の習熟度を高めながら、食パン・メロンパン等の製造量のアップや販売効率の見直しを図った。
売上高については、目標７２０万円に対し実績７８７万円と目標を達成し、昨年度より２９万円増額出来た。収支差額の剰余金を４２万円出す事が出来、Ｈ３０年度の分配金はＨ２９年度より増額が可能となった。
ロール生地用の粉が販売中止となった為、レシピや製造工程を変更し新しい生地への変更を行った。生地の変更による注文数が減少する等の影響は生じなかった。
②障害の特性や症状に応じた環境を整え、きめ細やかな支援が行えるよう、小集団での取り組みについて検討をすすめます。

　静かに過ごしたい方や１日を通して作業参加が難しい方への取り組みが課題となっており、午後からリラックスタイムを一部メンバー向けに取り組んだ。
　苛立ちが落ち着いたり、自分の思いを話せるようになったメンバーの変化から、小集団で過ごす必要性が明確となった。
　限られた空間や製造販売作業の合間ではあるが、継続した取り組みが必要である。
③成人分野職員の合同会議を定期的に行い、成人期全般の広範な課題や今後の方向性についての検討をすすめます
成人分野職員での合同職員会議や「まーぶる」「彩の会」等保護者の集まりに職員が参加し、職員の問題意識の向上に向けた機会を設けた。
２０１０年４月に本体化し１３名でスタートしたワークショップゆうも、２０１３年４月には登録者が２４名となり、以降新しい利用者の受入を断り希望に応えられない状況が続いている。
定員オーバーだけでなく、作業所内の狭さにより他者の言動が刺激となる問題や、職員の力量不足が受け入れを増やせない要因としてある。
通園を利用していた子ども達が支援学校を卒業していく中、利用希望に応えられない状況は今後
も続くと見込まれる。
環境の改善や取り組み内容の見直し、希望者の受入が可能となるよう、将来的な実践と施設整
備構想について検討し丁寧に具体化に向け進めていくようにする。
④福祉専門職員としての人材育成をすすめます。
支援職員全体での会議を活用した学習や研修会を通して専門性の向上に向けた機会を設けた。
「アセスメント」「個別支援計画」「モニタリング」「ケース検討」「計画修正」の一連の精度を
高めることに努めた。特に、本人が主体となって自信や意欲につなげられるよう努めた。
職員全体でのケース検討等を通して、常に職員が問題意識を持ち、利用者の力や意欲を引き出す
きっかけや連携した支援体制につなげられる事ができた。
〔 作業支援 〕
移転して８年が経過。安定した製造、作業技術の向上、廃棄を減らす事に重点をおいてすすめた。「工賃向上計画」に基づき、下記のとおり、製パン、製菓事業の充実をめざした。
１）製パン、製菓部門
・例年減少傾向にあったロールパンは５５０個、フレンチトーストは６３０枚、昨年度より多く販売出来た。
・メロンパンは生産技術が向上し、昨年度より１５００個多く販売する事が出来た。
・ゆぅキーの販売数は例年５０００個前後と安定している。
・利益率の高いメロンパンや食パンが安定して販売出来、収益アップにつながっている。
２）物品販売、事務部門
　　・いなほからの仕入れ販売やカタログ販売は昨年度に比べ３０万円の売上増となった。

・カタログ販売は、引き続きいなほ作業所とエリアを分担して取組むことができた。

・就労会計と予約受付、集計、請求の実務として、事務部門（おふぃしゅぅ）を充実させた。
・事務部門の技術向上により、受注や生産量の把握、販売時の伝票準備、売上計算等が円滑にすすめられるようになっている。
　３）就労支援
　　　・一般就労をしている利用者の就労が継続出来るよう、東牟婁圏域障害者就業・生活支援センターあーちと連携しながら相談支援を継続して行った。
〔 生活支援 〕
１）利用者・家族の要望（苦情）について、作業所実践や諸行事等での利用者・家族の要望（苦情）を傾聴し、利用者本位の作業所運営となるよう取り組み、要望（苦情）に対しては迅速な対応を行った。
２）土曜日の取り組みを継続し、平日に取り入れにくい余暇活動を通して、生活体験の幅が広がるように活動内容を工夫した。
毎月１回の土曜日の活動は、社会経験を広げる為の重要な位置づけとなっている。また、利用者の楽しみとなっており、今後も内容をさらに充実させていく。
＜ドヤサー（土曜取り組み）実績＞
	実施月
	取り組み内容
	参加利用者

	　　４／１５
	おくとろ温泉＆散策＆昼食バイキング　　　【北山村】
	１５名

	　　５／１３
	つくしんぼ歌謡祭　           　　　【体育文化会館】
	１６名

	　　７／　８
	ペタンク（雨による増水の為、川遊びを変更）
＆ぼたん荘で昼食・温泉  　　　【古座川】
	１５名


	　　８／１９
	　川遊び　【大里親水公園】
	１６名

	　　９／２３
	新東障連スポーツ大会（カローリング＆ボッチャ）
【体育文化会館】
	１９名


	　１０／２１
	ボーリング＆イオンで外食　　 　　　　　　【新宮】
	１６名

	　１２／　２
	　音楽ステージ鑑賞＆外食　     　　　【体育文化会館】
	１６名

	　　１／２７
	家族との交流会          　　　 【休暇村「南紀勝浦」】
	２１名

	　　２／１７
	瀞峡ウォータージェット船＆外食　 　　　 【熊野川】
	１６名

	　　３／１０
	いなほと合同ミニ運動会    　　　【グリーンピア南紀】
	１５名


＜その他の行事＆お楽しみ企画＞
	　11/10～11
	作業所旅行　　　　　　　　　【鳥羽水族館・おかげ横丁】
	２０名

	１２／２５
	ミニクリスマス会
	２１名


３）ニコサーでは毎週水曜日午後の５０分程であるが、作業をしないリフレッシュする時間という楽しみとなっている。主にストレッチを行い、１週間の中休みとして活用できている。
その他、散歩・話し合い・つくしんぼ歌謡祭の練習等を実施した。
４）グループホームに対するニーズの実態を把握しつつ、希望に応じて宿泊体験実習（暖海ハイツ、平見ハイツとの連携）の支援を実施した。宿泊出来る職員の体制や利用出来る居室数が限られていたため、希望者全員の利用受入は出来なかった。
　家族支援としてショートステイ（ハイツの長期利用）の利用が活用出来た。
	〔宿泊体験実習　利用実績〕

利用者　５人　／　延宿泊日数　１７日　／　職員同泊等支援　９日
長期利用者１名　１２２日


　　５）必要に応じて、本人や家族と相談支援事業所との仲立ちとなり、「障害福祉サービスの活用」につなげ余暇や生活面でも豊かな生活につながる事を大切に出来るようすすめていった。
５．利用者への提供サービス
〔個別支援計画〕

・「個別支援計画」を策定し、計画の実施、並びに適時見直しを実施した。
・「個別支援計画」・・・平成２９年　３月１６日　策定会議開催
・「モニタリング」・・・平成２９年　９月２８日　第１回モニタリング会議開催
                          平成３０年　２月２７日　第２回モニタリング会議開催

　　※今後は、相談支援事業所のサービス等利用計画の策定時期に応じた個別支援計画や個別面談実施に向け調整をすすめていく。
〔 日 課 〕
　　　「平成２９年度事業計画書」のとおり実施した。

〔作業支援〕
製パン、製菓、物品販売

単位：円
	
	2016(H28)年度実績
	2017(H29)年度実績

	年間売上金額（Ａ）
	７，５８０，７７５
	７，８７１，９３０

	年 間 経 費 （Ｂ）
	７，３８０，９５７
	７，４４３，４２８

	年間利益（Ａ－Ｂ）
	１９９，８１８
	４２８，５０２


〔工賃支給実績〕
単位：円
	
	2016(H28)年度実績
	2017(H29)年度実績

	平均工賃月額
	１１，０６０
	１０，３２２．８

	時給換算額
	１２８．６
	１１９．１

	年間工賃総額
	２，８６４，７３５
	２，７２５，２０７

	年間支払対象者数
	２５９名
	２６４名

	利益の分配額
	基本１５，０００円／人
	基本１０，０００円／人


〔健康管理〕

年２回の健康診断を実施した。

第１回　→平成２９年　６月２６日
　　　第２回　→平成２９年１２月　４日

　　・必要に応じて通院同行支援を実施し、医療機関と連携した対応を行った。
〔 通 所 〕

　　　・自力通所の方に向け、紀伊佐野駅と佐野松原バス停の送迎を行った。
・家族の負担軽減を目的に、下里・太地方面の往復と新宮方面の帰りの毎日送迎を行った。
＊必要性に応じた個別の送迎調整は行ったが、新宮方面への朝の送迎見直しは実施出来なかった為、今後の課題として残される。
〔給食サービス〕
・栄養のバランスを考えた給食を提供し、食事を通した健康増進に努めた。

　　　・嗜好調査等を行い、リクエストに応えた献立を行った。
　　　・野菜の高騰により食材費が高くなり、献立への影響が生じた。
６．利用者のプライバシーの確保（個人情報管理）
　　・個人情報データのセキュリティ構築の検討を行った。
７．非常災害対策（安全管理）
　　・自衛防災訓練の実施　（４月５日）（１２月４日）
　　　自主訓練として、地震と津波、水害からの避難訓練を実施した。

　　・自衛防災訓練の実施　（７月１９日）（２月２６日）
　　　消防署の立ち会いのもと、火災からの避難・通報・初期消火訓練を実施した。

　　・救急救命訓練の実施　（６月２９日）
消防署の立ち会いのもと、救急訓練（実技講習）を実施した。
　　・消防設備法定点検の実施（９月５日）(３月８日)
・震災（津波）対策を含めた総合的な防災計画、並びに防災対策の構築については一定の準備は完了しており、継続的な訓練を実施を行った。
どの役割を担当しても各職員が的確に実施できるよう訓練を積み重ねていく。
・防犯訓練の実施（２月２２日）
　新宮警察署から講師派遣を受け、不審者からの防犯訓練を実施した。
※災害対策推進員・安全管理対策推進員を配置し、利用者・職員の防災意識の高揚を図り、利用者の安全・安心・衛生保持に努めた。
８．虐待の防止のための措置

・利用者虐待防止措置の為に、虐待防止関係の研修に積極的に参加した。
　※人権擁護推進員を配置し利用者・職員の人権意識の向上につなげていった。
９．苦情解決のための措置

定期開催（隔月）している家族会で、利用者やその家族の意向を汲み取るよう努め、家族会役員が苦情受付窓口となる「ちょっと聞いてよ窓口」を設け、利用者やその家族の意向が事業所に届きやすい環境づくりをすすめた。

日々の生活支援上での、利用者や家族からの希望や要望的な苦情申し出を受け、都度改善を図
り解決を積み重ねる事で大きな苦情につながることなく１年間を終える事が出来た。
「苦情解決要綱」に則った案件として２件の苦情を受け付け、１件は第三者委員との面談を通し解決に向けた対応を行った。
＜内容＞　１）職員の配慮不足な応対について→第３者委員の立会い
　　　　　２）職員の配慮不足な対応について
１０．職員の支援技術の向上

①各種会議により、職員間のコミュニケーションを充実させ、支援方針の共有と遵守に努めた。
	・支援職員全体会議　　　　→　１１回開催
・職員会議　　　　　　　　→　　７回開催
・個別支援計画策定会議　　→　　１回開催
・モニタリング会議　　　　→　　２回開催
・給食会議（月１回）　　　→　　９回開催
・成人分野合同職員会議　　→　　２回開催


　
 ②職員研修の実施（支援の質の向上）
	日　程
	研修内容
	参加人数

	６月　８日
	２０１６年度実践総括
	８名

	６月２９日
	心肺蘇生法とＡＥＤの活用について／新宮市消防本部
	８名

	６月２０日
	北欧の福祉・教育から学ぶ／全障研
	１名

	７月２９日
	法人合同研修／虐待防止に関する伝達研修・人権擁護研修
	全職員

	９月２０日
	交通安全講習
	２名

	１０月１２日
	防犯不審者チャートについて／安全管理対策推進員
	９名

	１０月１９日
	障がい者虐待防止研修／県社協
	１名

	１０月２５日
	生活介護事業所見学／三重県（福）喜楽里
	１名

	１１月１３日
	北欧の福祉・教育から学ぶ／全障研
	１名

	１１月１３、１４日
	思春期の子どもについて（心と体、性の学習）／千住氏
	４名

	　１１月１６日
	適正な食品表示を推進するための研修／県食品衛生課
	１名

	１２月１７日
	ノロウィルス予防講習会
	１名

	１２月１６日
	わされん５ブロック学習会（計数管理）
	１０名

	２月　３日
	発達セミナー（全障研）
	５名

	２月１０日
	わされん作業所問題研究会
	１名

	２月２２日
	防犯訓練（実践訓練）／新宮警察署
	８名

	３月　６日
	クレーム苦情処理対応研修／県社協
	１名

	３月　７日
	平成２９年度和歌山県障害者虐待防止・権利擁護研修
	１名

	３月１０日
	平成２９年度和歌山県サービス管理責任者現任研修
	１名

	３月１７日
	新東障連職員研修会（行動障がいを解決するポジティブな行動支援）
	９名


※迅速・正確・丁寧な実務力の獲得をめざし、この方針を達成させるための知識や援助技術の修得をはかり、社会人として、福祉の専門職員としての質の向上に努めた。
※代表で研修に参加した場合は、後日の職員会議内で伝達研修（報告）を行い、学んだ事を共有出来る機会を設けた。
③正規職員３名の有資格状況
　　　精神保健福祉士　　　　　　　　有資格者　１名
　　　介護福祉士　　　　　　　　　　有資格者　１名

サービス管理責任者（ 就  労 ）有資格者　３名

　　　サービス管理責任者（地域生活）有資格者　２名

　　　サービス管理責任者（生活介護）有資格者　３名
　　　甲種防火管理者　　　　　　　　有資格者　２名

相談支援専門員　　　　　　　　有資格者　１名

１１．家族会の運営

・開催日（５月２日・７月４日・９月１２日・１１月７日・１月９日・３月１３日）６回開催

※家族会後、希望者で「あんしんノートを書く会」を行うようにしたが、時間が不足し継続した取り組みにつながらなかった。
　必要性を感じながらも個別では記入し辛く場を設けて欲しいというニーズもあり、引き続いた実施の必要性がある。
１２．事務・財務管理

・会計処理の適正と状況把握を定期的に実施した。
・請求事務の効率化に努めた

１３．その他の業務
１）きょうされん・わされんの運動

　  ・ブロック会議を通し、地域での障害者運動を継続していく事が出来た。

・わされん総会、組織部会議への職員派遣を行った。
　　→スカイプの活用を通して、会議への参加は積極的に行えた。
・署名、募金活動等対外的な運動は、職員体制の課題から消極的な行動となった。
　２）新宮東牟婁障害者施設連絡会
　　　・事務局事業所として協議会の運営を進めていった。
３）地域との協力

　　　・地域行事等への積極的な参加に努めた。（溝掃除、環境美化、地区防災訓練、回覧板）
　　　・見学者の受入や実習生の受入を行った。
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